
GLOCOM月報「智場」No. 64

25

●今月のGLOCOM Review

『デジタル・デバイドと日本の課題』
――ドットフォース（DOT Force） 参加の教訓と課題

会津　泉著

　ドット（DOT：Digital Opportunity Task）フォース

は、G8の九州・沖縄サミットにおけるIT憲章を契機
に結成された、デジタル・デバイド（情報格差）解消

のためのタスクフォースである。G8各国から政府代

表、産業界代表、NPO代表が参加しているが、日
本のNPO代表に任命されたGLOCOMの公文俊平

所長の代理としてドットフォースに参加している筆

者が、その経験から見えてくる日本の課題につい
て論じている。

　ドットフォースに与えられた任務とは、デジタル・

デバイド解消のための具体的施策について、政
策・規制、環境整備、アクセス拡大、費用低減、人

材の育成、Ｅコマースの普及などの課題をあげて

国際協力の具体策を検討し、G8首脳に対して提
出する報告書をまとめることである。

　ドットフォースの課題を考えるとき、世界規模での

「IT革命」推進を主張する人 は々、ITがこれまでの
経済開発の道筋とは違い、通常の発展段階を超え

た「蛙飛び（リープフロッグ）」を可能とするという、楽

観論的な立場に立っている。
　しかし、その根拠がだれにも明らかなほど確固と

したものかというと、必ずしもそうとはいえない。端

的に言えば、「途上国では、とくに農村・地方過疎地
などに行けば、水も電気も薬も食料も、基本的な生

活条件、ベーシック・ヒューマンニーズ（BHN）が満

たされてないところがまだまだ多い。そういうところ
でコンピュータやインターネットは、まったくの贅沢

品であって、途上国の実態を無視した先進国側の

押し付け、自己満足に過ぎない。ITよりBHNが先
だ」との否定的な声がかなり強い。

　これは、途上国側の人 の々声であると同時に、援

助機関などで働く先進国側の専門家にも共有され
た意見である。つまり、いまだこの問題には決め手

となる解決策について合意が得られていないとい

うことになる。2001年3月1日から2日にかけてケープ
タウンで開かれたドットフォースの会合も、方向性の

乏しい議論となった。

　しかし、今後の途上国の発展については、単な
る経済発展ではなく、文化・社会を含めた、個々人

のエンパワーメントにつながるようなIT利用の伸び

に注目すべきだと筆者は指摘する。飢餓、貧困、病
気といった基本要件でさえ途上国と先進国との間

の格差は絶望的に広がろうとしている現実のなか

で、ITに期待することは、現実ばなれした発想だと
の批判は十分心して受け止めるべきだとしても、人

間の主体性、文化と教育面での誇りといったこと

は、きわめて重要な価値をもつということをドットフォ
ースに参加するなかで実感したからである。

　こうした発想の転換をうけて、インターネットに代

表・象徴される知的エンパワーメントの場でどのよ
うな議論が行われるのかが、きわめて重要な問題と

なる。そう考えると、日本の関わりはまだまだ底が浅

いのは否めない。しかし、始めた以上、結果が出る
まで、長期にわたって持続的に取り組んでいかな

ければならない。それは、途上国への約束であると

同時に、なにより日本の次世代を担う人々への約束
なのだという。

　ドットフォースの活動そのものは、次回サミットで

終了となる運びだが、筆者は、デジタル・デバイド問
題をテーマとした研究活動をさらに継続、発展さ

せ、ドットフォースの活動を契機として国際的なつ

ながりができはじめたNPO同士の連携の進展、企
業・産業界とNPOとの新たな協力・協働関係の模

索などを課題として、取り組んでいきたいとしてい

る。
土屋大洋（主任研究員）
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